
中庭を望む席でいただく朝食は、竹内養鶏場
の白い卵「米 艶」使用の卵料理が楽しめる。

協力＝北海道観光振興機構

5_ 国道 273 号にある滝の沢橋からよく見える大きなアーチ橋は、第五音更川橋梁。　6_ 糠平湖の
対岸からタウシュベツ橋梁を望む展望台からの眺め。

森の緑を切り取って絵画にしたような
ロビーラウンジ。冬は雪景色に変わる。　

リゾートを拠点に巡る優雅な癒やし旅

札幌とか、函館とか、富良野もいいけれど、まだ知らない景色に会いたい。

気軽で準備もいらない、頑張らなくてもいいけれど、日常にはない「THE北海道」な感動を探しに。

まだ誰も知らない北海道を探しながら、心も体も癒やされちゃいましょう。

1_ 中庭は、いつでも散策可能。運が良ければ
遊びに来たエゾリスに会えるかも？！　2_ 落
ち着いたインテリアの露天風呂付客室。ベラン
ダからは、中庭が見下ろせる。

北海道ホテル ／ 帯広市西 7 条 19丁目
1 番地　 JR 帯 広駅から車で 5 分　IN 14
時 OUT 11時　  8200円～（１泊朝食付、
2名 1室時の1名料金 ）　 180台
http://www.hokkaidohotel.co.jp/　

 0155-21-0001　 MAP  付録④ P16 B1

Data

上土幌町鉄道資料館／ 上土幌町ぬか
び ら 源 泉 郷　 JR 帯 広 駅 か ら 車 で 1
時間 30 分　 9 ～ 16 時　 月曜（7 ～
9 月は無休）　  入館 100 円　 約 10
台　 MAP  付録④ P24F3

Data
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客室に用意されたコーヒーで、ほっと一息。

旧 国 鉄 士 幌 線 の 遺 構 巡 り へ

　

帯
広
市
街
地
か
ら
糠
平
、十
勝
三
股
を

結
ぶ
国
道
2
7
3
号
に
並
行
し
て
所
々
に

見
か
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ア
ー
チ
橋

は
、
1
9
8
7
年
に
廃
線
と
な
っ
た
旧
国

鉄
士
幌
線
の
遺
構
。

　

大
自
然
の
中
に
迫
力
あ
る
橋
梁
が
た

た
ず
む
景
色
は
、か
つ
て
活
躍
し
て
い
た
時

代
を
感
じ
さ
せ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
絶
景

ば
か
り
。各
所
に
点
在
し
て
い
る
の
で
、ド

ラ
イ
ブ
が
て
ら
自
然
散
策
を
楽
し
ん
で
。

　

こ
こ
で
し
か
出
会
え
な
い
貴
重
な
光
景

は
、思
わ
ず
写
真
に
収
め
た
く
な
る
は
ず
。

3_ 生い茂る緑の中にぽつん
と駅標がたたずむ、旧幌加駅
跡。　4_ 上士幌町鉄道資料
館では、路線図、保線工具、ジ
オラマなど、旧国鉄士幌線の
各種資料が展示されている。
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ど
こ
ま
で
も
続
く
広
大
な
大
地

に
、白
樺
の
木
が
並
ぶ
。
食
、景
色
、

温
泉
と
、あ
ら
ゆ
る
大
地
の
恩
恵
を

受
け
る
帯
広
。
北
海
道
ホ
テ
ル
は
、

帯
広
駅
か
ら
車
で
わ
ず
か
５
分
の
場

所
に
あ
る
森
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
。

　
一
面
に
広
が
る
ガ
ラ
ス
越
し
の
美
し

い
森
が
、私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
る
。

中
庭
に
は
、百
年
以
上
も
昔
の
、開

拓
当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た

深
く
豊
か
な
森
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す
静
か
な

時
間
は
、日
常
の
慌
た
だ
し
さ
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
太
古
の
植
物
が

起
源
の
モ
ー
ル
温
泉
に
つ
か
り
、酪
農

王
国
・
十
勝
の
食
材
を
用
い
た
料
理

を
堪
能
す
れ
ば
、日
ご
ろ
の
疲
れ
も

ど
こ
へ
や
ら
。

　

目
覚
め
た
朝
は
、エ
ゾ
リ
ス
も
遊
び

に
く
る
森
を
眺
め
な
が
ら
、癒
や
し

の
朝
食
を
。
肩
の
力
を
抜
い
て
、深
呼

吸
。心
も
体
も
大
地
に
委
ね
る
旅
へ
。
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帯 広 誰も知らない北海道

北 海 道
誰も 知 ら な い
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